





























1945年 1 〜 3 月の18件が最も多く、次いで1942年 1 〜 3 月、1944年 1 〜 3 月、
同年10〜12月がそれぞれ15件ずつで並んでいることが分かる。しかしながら、
自動車事故のみに限定すると1942年 1 〜 3 月の件数が最も多くなり、戦争
末期の自動車事故件数はそれほど多くないことが分かる。他方で、電車事
故は1943年初めまでは全く発生しておらず、それ以降に発生件数が増加し、
とくに1945年 1 〜 3 月には11件と最高値を記録しており、同じ時期の自動
車事故件数をも上回っていることが分かる。なお、1945年 4 〜 6 月の電車




































































































出所：NA Bo Ko. Sungsut より筆者作成。
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柿崎　第 2次世界大戦中のタイにおける日本軍と交通事故（下）




















タイ人 8 タイ人 3
連合軍捕虜 2 連合軍捕虜 1




マレー人 1 タイ兵・警官 10
不明 52 中国人 7
計 140 その他 2
タイ側
タイ人 10 計 162





出所：NA Bo Ko. Sungsutより筆者作成。
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図 12 バンコクの自動車・電車事故発生箇所 










出所：NA Bo Ko. Sungsut他より筆者作成。
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柿崎　第 2次世界大戦中のタイにおける日本軍と交通事故（下）








マ 4 世通りの11件、ラーマ 1 世通りの 6 件と続いていた。このうち、ラー






























図 13 地方の自動車事故の発生箇所 






























日本側 タイ側 双方／不明 計
加害者
日本側 109 9 22 140
タイ側 1  16 1  18
計 110 25 23 158

































































































































日本側 タイ側 双方／不明 計
修理 10 5 - 15
修理代支払
11〜50バーツ 7 1 - 8
51〜100バーツ 1 - - 1
101〜500バーツ 4 1 - 5
501バーツ以上 1 - - 1
不明 7 1 - 8
計 20 3 - 23
慰謝料支払
51〜100バーツ 1 - - 1
不明 1 - - 1
計 2 - - 2
補償求めず 17 5 1 23
総計 49 13 1 63
注 1 ：重複している場合はそれぞれ計上している。
注 2 ：修理には部品や新車の提供も含む。
















1943年 8 月18日 9 時に旧市街に位置するプラナコーン郡のチャックラペッ





















金額が判別する唯一の事例は、1945年 7 月 4 日 8 時45分にヤーンナーワー






























最も多いのは1944年10〜12月の25件であり、次いで1945年 4 〜 6 月の24件、



































注 ： 歩行者事故と二輪車事故が同時に発生した複合事故 3 件は歩行者事故に
含めてある。



























































0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23
件
図16　二輪車・歩行者事故の発生時間帯








とはないが、 4 人の被害者を出した事故が 2 件存在する。そのうちの 1 件





人が負傷したものである22。もう 1 件は同年 8 月 3 日 9 時にインド人カセ








連合軍捕虜 3 中国人 72
中国人 4 タイ兵・警官 17
インド人 4 その他 3
マレー人 4 計 227
























































図 17 バンコクの二輪車・歩行者事故発生箇所 
































マカー郡 6 件、バーンポーン郡 5 件、カーンチャナブリー郡 4 件と、いず
れも泰緬鉄道沿線の郡が上位を占めていた。タームアン郡ではワンサーラー

















図 18 地方の二輪車・歩行者事故の発生箇所 































日本側 タイ側 双方／不明 計
加害者
日本側 126 67 13 206
タイ側 6 9 - 15
計 132 76 13 221















































































ト通りで、タイ警察のサイドカーをクリット警察軍曹（So. To. Tho. Krit 
Phakdisiri）が運転して戦勝記念塔方面へと南下していたところ、後ろか
ら来た日本軍のトラックが追越そうとしてサイドカーに接触して転倒させ
ていた34。複合事故の例では、1942年 6 月 3 日15時にパトゥムワン郡のサー
トーン通りで、岩畔部隊の13番自動車が東進していて前を走るバスを追越
そうとしたところ接触し、バスがバランスを失って左側に止まっていた自
































日本側 タイ側 双方／不明 計
修理 24 5 2 31
修理代支払
10バーツ以下 1 - - 1
11〜50バーツ 5 - 1 6
不明 1 - - 1
計 7 - 1 8
慰謝料支払
10バーツ以下 - 1 1
11〜50バーツ 8 3 1 12
51〜100バーツ 3 2 - 5
101〜500バーツ 1 1 - 2
501バーツ以上 - 1 1 2
不明 2 2 - 4
計 14 10 2 26
補償求めず 5 1 - 6
総計 50 16 5 71
歩行者
過失者
日本側 タイ側 双方／不明 計
慰謝料支払
10バーツ以下 5 3 1 9
11〜50バーツ 12 11 - 23
51〜100バーツ 3 3 - 6
101〜500バーツ 10 5 - 15
501バーツ以上 3 - - 3
不明 3 6 - 9
計 36 28 1 65
補償求めず 2 2 - 4
総計 38 30 1 69
注 1 ：重複している場合はそれぞれ計上している。
注 2 ：修理には部品や新車の提供も含む。




























































8 〜10mであり、バンコクからドーンムアンまではその上に幅 6 mのアス
ファルト舗装がなされていた［義部隊司令部 1945：35］。また、事故が多
発していたバーンポーン〜カーンチャナブリー間道路も同じくアスファル














































































































































































1943年 3 月 2 日12時にバーンラック郡のサートーン通りで、中国人サン
（Sang Saeliang）が前の自動車を追越中の日本軍の自動車にぶつけられて
負傷した際には、タイ側は彼が 1 日 1 バーツの収入で 7 人の子供を養って
いるとして同情を誘い、日本側が示した慰謝料50バーツの増額を求めたも
のの、日本側も運転手と上司の将校が自腹で払うので増額は難しいと反論
































































































3 　電車事故は1945年 4 月11日から 7 月 4 日までの約 3 ヶ月間発生していないことから、
電車の運行が復活するまでにはしばらく時間がかかったものと思われる。発電所の
復旧は 6 月18日のことであった［FN 1988：22］。













7 　NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 2. 2 /70 “Rai-ngan Hetkan Pracham Wan khong Sarawat 
Phasom Nuai Phra Nakhon. 1944/11/25”　この事故の過失はタイ側にあったが、
日本側は軽微な事故のため補償を求めなかった。
8 　NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 2. 2 /17 “Rai-ngan Hetkan Pracham Wan khong Sarawat 
Nuai Tai. 1943/04/14”　この事故の過失はタイ側にあり、ブンに日本軍の乗用車の
破損個所を修理させた。
9 　NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 5 /43 “Phu Thaen Anu Kammakan Phasom Pracham 




10　NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 2. 2 /67 “Rai-ngan Hetkan Pracham Wan khong Sarawat 
Phasom Nuai Phra Nakhon. 1944/10/27”　この事故の過失はタイ側にあったが、
双方自分で修理することで合意した。
11　NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 5 /19 “Phu Kamkapkan Tamruat Phuthon Changwat 
Kanchanaburi thueng Athibodi Krom Tamruat. 1944/03/15”　日本側が過失を認
め、バスを修理することで合意した。
12　NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 2. 2 /73 “Rai-ngan Hetkan Pracham Wan khong Sarawat 
Phasom Nuai Phra Nakhon. 1945/01/27”
13　NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 2. 2 /78 “Rai-ngan Hetkan Pracham Wan khong Sarawat 




14　NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 2. 2 /55 “Rai-ngan Hetkan Pracham Wan khong Sarawat 
Phasom Nuai Phra Nakhon. 1944/07/15”　日本側は過失を認めたが、鉄道局によ
ると損害額1,500バーツは結局終戦まで支払われなかった。
15　NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 2. 2 /59 “Rai-ngan Hetkan Pracham Wan khong Sarawat 
Phasom Nuai Phra Nakhon. 1944/08/06”
16　NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 2. 2 /25 “Rai-ngan Hetkan Pracham Wan khong Sarawat 
Nuai Nuea. 1943/08/19”
17　NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 2. 2 /73 “Rai-ngan Hetkan Pracham Wan khong Sarawat 
Phasom Nuai Phra Nakhon. 1945/01/21”
18　自動車事故に歩行者が巻き込まれて死傷者が出る複合事故も何件か存在するが、そ
のような事例は二輪車・歩行者事故のところで検討している。
19　NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 2. 2 /75 “Rai-ngan Hetkan Pracham Wan khong Sarawat 
Phasom Nuai Phra Nakhon. 1945/07/05”　日本側は過失を認め、慰謝料のみなら
ず電車の修理代500バーツも支払っていた。





22　NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 5 /15 “Kammakan Phasom rian Pha Na Phon. To. So. 
Moriya Thut Thahan Bok Yipun Pracham Prathet Thai. 1942/09/09”　この事故
ではインド人がいた長屋も破損し、後にブアも死亡した。








27　NA Bo Ko. Sungsut 1. 12. 1 / 2  “Rai-ngan Sarawat Phasom Thai–Yipun. 
1942/03/16”　彼女の母親は慰謝料を求めたが、その後実際に支払われたかどうか
は不明である。
28　NA Bo Ko. Sungsut 1. 12. 1 / 2  “Rai-ngan Sarawat Phasom Thai–Yipun. 
1942/04/12”　日本側は死亡したら慰謝料を支払うと主張したが、実際にムイはそ
の後死亡したことから日本側が葬儀代50バーツを支払った。
29　NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 2. 2 /67 “Rai-ngan Hetkan Pracham Wan khong Sarawat 
Phasom Nuai Phra Nakhon. 1944/10/02”　ラクンは負傷し、彼に過失があったも
のの、日本側は自転車を修理して治療費も支払うことで合意した。
30　NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 2. 2 / 2  “Rai-ngan Hetkan Pracham Wan khong　
Sarawat Nuai Tai. 1942/08/28”
31　NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 2. 2 /67 “Rai-ngan Hetkan Pracham Wan khong Sarawat 
Phasom Nuai Phra Nakhon. 1944/10/31”　日本軍のトラックは事故後一旦は停車
したものの、すぐに走り去った。
32　NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 2. 2 /69 “Rai-ngan Hetkan Pracham Wan khong Sarawat 




33　NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 5 /30 “Phu Kamkapkan Tamruat Phuthon Changwat 
Kanchanaburi thueng Khaluang Pracham Changwat Kanchanaburi. 1944/03/15”　
事故後、日本憲兵が彼女に 5 バーツを渡そうとし、彼女は断ったものの置いていった。
34　NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 2. 2 /37 “Rai-ngan Hetkan Pracham Wan khong Sarawat 
Phasom Nuai Phra Nakhon. 1944/01/29”　日本軍のトラックはそのまま逃走して
いた。





36　このうち 1 件はタイ側の自動車の過失であり、もう 1 件は日本側の自転車の過失で
あったものの、タイ側の自動車所有者が修理を行った。
37　NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 2. 2 /85 “Rai-ngan Hetkan Pracham Wan khong Sarawat 
Phasom Nuai Phra Nakhon. 1945/05/25”　日本大使館は開戦前にはドゥシット郡
のラーチャプラーロップ通りに位置していたが、1944年にプルーンチット通りのイ
ギリス大使館に移転していた。
38　Ibid. “Rai-ngan Hetkan Pracham Wan khong Sarawat Phasom Nuai Phra Nakhon. 
1945/05/29”　ティーは軽傷で済んでいた。
39　NA Bo Ko. Sungsut 1. 12. 1 / 1  “Rai-ngan Sarawat Phasom Thai–Yipun. 
1942/01/12”　 1 バーツの慰謝料を支払った事例はもう 1 件存在するが、こちらも
開戦初期の1942年 3 月20日の事故であった。
40　NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 5 /15 “Pho. Tho. Cho. Prathipasen sanoe Prathan 
Kammakan. 1942/10/29”　ただし、この金額は計 4 人の被害者に対するものであり、
破損した長屋に対する補償も含まれている。
41　NA Bo Ko. Sungsut 1. 12. 1 / 2  “Rai-ngan Sarawat Phasom Thai–Yipun. 
1942/04/12”　日本側は死亡したら慰謝料を支払うと主張したが、実際にムイはそ
の後死亡したことから日本側が葬儀代50バーツを支払った。
42　NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 5 /15 “Kammakan Phasom rian Pha Na Phon. To. So. 
Moriya Thut Thahan Bok Yipun Pracham Prathet Thai. 1942/08/14”
43　Ibid. “Pho. Tho. Cho. Prathipasen sanoe Prathan Kammakan. 1942/11/03”
44　NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 5 /56 “Phu Kamkapkan Tamruat Phuthon Changwat 
Kanchanaburi thueng Khaluang Pracham Changwat Kanchanaburi. 1945/01/31”
45　NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 5 /33 “Phu Chuai Athibodi Krom Tamruat Fai 
Thurakan sanoe Chao Krom Prasan-ngan Phanthamit. 1943/12/13”
46　NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 2. 2 /24 “Rai-ngan Hetkan Pracham Wan khong Sarawat 
Phasom Nuai Tai. 1943/07/25”
47　NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 2. 2 /16 “Rai-ngan Hetkan Pracham Wan khong Sarawat 
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Phasom Nuai Tai. 1943/03/03”
48　NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 5 / 8  “Huana Sathani Tamruat Phuthon Amphoe 




49　NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 5 / 4  “Phu Banchakan Thahan Akat thueng Khana 
Kammakan Prasan Ngan Thai–Yipun. 1942/03/20”
50　NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 2. 2 /25 “Rai-ngan Hetkan Pracham Wan khong Sarawat 
Phasom Nuai Nuea. 1943/08/26”
51　NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 5 / 4  “Kammakan Phasom thueng Lekhathikan Nayok 
Ratthamontri. 1942/07/21”
52　NA Bo Ko. Sungsut 2. 10/105 “Huana Sarawat Thahan thueng Prathan 
Kammakan Phasom （Rang）.”
53　NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 2 /15 “Banthuek Prachum Sarawat Thai–Yipun. 
1943/07/31”　日本側は 8 月 2 日から 1 週間憲兵が街頭に出て取り締まりを行うと
回答していた。
54　NA Bo Ko. Sungsut 1. 12/179「連絡事項」　これは県がカーンチャナブリーに駐屯
していたサカモト中佐と相談して作成したものであった。




57　NA Bo Ko. Sungsut 2. 8 /94 “Banchi Sadaeng Chamnuan Kamlang lae Awut 
Yutthaphan khong Thahan Yipun sueng Tang Yu nai Khet Changwat Phra 
Nakhon–Thonburi. 1944/02/25”, NA Bo Ko. Sungsut 2. 6 /82 “Banchi Sadaeng 
Chamnuan Kamlang lae Awut Yutthaphan khong Thahan Yipun sueng Tang Yu 




59　NA Bo Ko. Sungsut 1. 12. 1 / 2  “Rai-ngan Sarawat Phasom Thai–Yipun. 
1942/03/02”
60　NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 2. 2 / 5  “Rai-ngan Hetkan Pracham Wan khong Sarawat 
Phasom Nuai Tai. 1942/11/22”
61　NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 2. 2 /16 “Rai-ngan Hetkan Pracham Wan khong Sarawat 
Phasom Nuai Tai. 1943/03/03”　他に治療費として100バーツを得ていた。
62　NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 2. 2 / 3  “Rai-ngan Hetkan Pracham Wan khong Sarawat 
Phasom Nuai Tai. 1942/09/08”
63　NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 5 /51「泰連絡北憲兵隊長殿 1944/07/25」　なお、この交
差点の信号塔は電灯式のものであり、それを日本側は自動開閉器と呼んでいた。
64　この事故では、電車を運行しているタイ電力側は補償を求めなかった。
65　NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 2 /31 “Banthuek Kan Prachum Rueang Kitchakan 
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